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石垣島東海岸の津波石群 
津波大石（つなみうふいし） 

 

 

石垣島東海岸の津波石群（津波大石） 
 

 石垣島大浜の崎原公園内にある津波大石は、牧野清氏によって命名されま

した。当初は、1771年に石垣島を中心に大きな被害を出した、明和大津波に

由来する津波石と考えられていました。しかし、炭素14による年代測定など

を実施した結果、約3400年前や約2000年前といった年代が得られ、約2000年

前の津波（先島津波）で今の場所に移動したということがわかってきました。 

 また、古地磁気を専門とする研究では、明和大津波の際、この石は大きく

は動かなかったものの、回転するなどして地磁気が動いている可能性が指摘

されています。 

 このようにして、科学的な検証を重ねた結果、津波石であることは間違い

なく、また、明和大津波以前にも大きな津波がこの地を襲ったという教訓的

な要素もある貴重な津波石です。 

  

 

 

津波大石を見学なさる皆さまへ 

 

 大浜公民館から海側へ行くと、大浜小学校があります。 

 大浜小学校の東側にある大きな石が津波大石です。 

 比較的わかりやすい場所にありますが、近くに学校があることから、お車で 

 お越しの際には、十分にご注意ください。 
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石垣島東海岸の津波石群 
高こるせ石（たかこるせいし） 

 

 

石垣島東海岸の津波石群（高こるせ石） 
 

 今回指定になったのは、高こるせ石のうち、「とふりや」というところにある、と「奇妙変異記」（明和大津波に関する

古文書）に記された石です。古文書には、もともと大浜村のこるせ御嶽（黒石御嶽）にあった２つの石が、ひとつは津口

北の端、もうひとつは、「とふりや」というところに移動したとあります。この古文書の記載に基づき現地を確認すると、

そのとおり、津波石が確認されました。これらの石は、多くの研究者によって検証され、この古文書に書かれた石で間違

いないというお墨付きをいただいた津波石です。なお、海の中の石については、今回は指定の対象から外れています。 

 

 

 

 

 

高こるせ石を見学なさる皆さまへ 
 

 「とふりや」の高こるせ石は、現在、牧場の一角

にブロック塀や石積みの延長として利用されていま

す。 

 塀の外側から見学はできますが、牛がいたり、周

囲の畑で農作物が作られている場合もあります。 

 見学の際には、十分ご配慮の上、土地所有者の方

にご迷惑にならないよう、ご協力をお願いいたしま

す。 
 

 

 

 

大浜小学校 

●大浜公民館 

● 
津口北の端の高こるせ石 

●とふりやの高こるせ石 
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石垣島東海岸の津波石群 
あまたりや潮荒（あまたりやすうあり） 

 

 

石垣島東海岸の津波石群（あまたりや潮荒） 
 

 このあまたりや潮荒という石も、「奇妙変異記」という古文書

で確認できます。古文書には、桃里村のいなふ田（伊野田）とい

うところに３間角の石が２個あるとあり、これは、元々、「あま

たりや」という浜にあったものが、内陸に打ち上げられたと記さ

れています。 

 今回は、２個のうち、１個が指定になっていますが、近接して

もう１個の石も見ることができます。 
 

 

 

 
 

あまたりや潮荒を見学なさる皆さまへ 
 

 指定になったあまたりや潮荒は、サトウキビ畑

の中にあります。 

 サトウキビが大きなうちは、見づらいですが、

近づくと、石には多くのサンゴが付着しているこ

とがわかります。 

 どうしても畑の中に入りますので、見学する際

には、農作物に被害を与えないよう、ご配慮くだ

さい。 
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石垣島東海岸の津波石群 
安良大かね（やすらうふかね） 

 
 

石垣島東海岸の津波石群（安良大かね） 
 

 安良大かねは、通称、イファンガニとも呼ばれています。 

 赤錆のような岩肌はとても印象的ですが、これも「奇妙変異記」

に、元々、浜にあったものが、津波で30間あまり北方へ動いたとあ

ります。 

 

安良大かねを見学なさる皆さまへ 
 

 浜に降りると、とても目立つ石なのですが、平久保の牧場内にあ

るため、見学する際には、車高の高い車でお出かけください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 
伊野田２班バス停 

石垣市平久保 



石垣市教育委員会文化財課（電話：0980-83-7269） 

 

 

国指定 
天然記念物 
2013(平成 25)年 10 月 17 日指定 

 

石垣島東海岸の津波石群 
バリ石（ばりいし） 

 

 

石垣島東海岸の津波石群（バリ石） 
 

 石垣島の北東部伊原間の海岸に、バリ石はあります。バリとは、方言で「割れ」をさし、「割れた石」という意味です。 

 津波石は、巨大な波の力で打ち上げられ、叩きつけられるように落ちることがあるため、割れたものが多くみられます。

そのため、「バリ石」と呼ばれる津波石は石垣島だけでも複数ありますが、指定されているのは、伊原間海岸にあるハマ

サンゴの津波石です。大きさは、9.0×7.0×3.9ｍ、推定重量216トンで、世界最大のハマサンゴの津波石として、国際的

にも認められています。 

 このバリ石のもっとも重要な点は、世界最大のハマサンゴの津波石であること、につきますが、大きさに加えて、ハマ

サンゴであることがポイントです。なぜそれがよいのかというと、「年代測定が可能である」ことが理由としてあげられ

ます。津波石の年代測定には、制約があります。すべての津波石の年代が測定できるわけではなく、特に、サンゴの付着

がない石灰岩の津波石などは、特定の津波による津波石という断定はできません。 

 古文書にもなく、津波石としては、地域の伝承にも残っていなかったバリ石。最初に「津波石としてのバリ石」が注目

されたのは、2010年のことでした。国際的な学術雑誌である『Marine Geology』に明和大津波による津波石であること、

世界最大のハマサンゴの津波石であることが、東北大学の後藤和久先生らによって英文で報告されました。その後、2010

年４月に、世界各国の津波研究者が集う第３回国際津波フィールドシンポジウムが宮城県仙台市で開催された際、フィー

ルドトリップとして、様々な国の研究者が石垣島を訪れました。その大きさには、どの研究者も驚いたということです。 

 バリ石に関しては、14Cによる年代測定および230Thによる年代測定が実施され、いずれの結果も、1771年にこの地を襲っ

た明和大津波に由来する津波石であることを示しました。明和大津波が、大きなハマサンゴを海底から打ち上げた巨大津

波であった証拠です。バリ石はその資料的価値が認められ、「海岸にある不思議な石」という地域の限られた人しか知ら

なかったものから、国の天然記念物「石垣島東海岸の津波石群」として追加指定されました。 

 

 

バリ石を見学なさる皆さまへ 
 

 バリ石は、伊原間牧場内にあります。牧場内は道が悪く、車高の低い車だと進むことが困難です。 

 また、見学は、潮の干満にも左右されることから、特に注意が必要です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


